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1．はじめに
現在，医療分野では動脈硬化の診断を行う
た め に 冠 動 脈 造 影（CAG: Coronary An-





















（CS-USM: Coiled Stator Ultra-Sound Mo-
tor）が開発され，これまでにさまざまな








発された [7]。Π型構造を有する CS-USM の
特性として，最大回転速度 3500 rpm，最大
起 動 ト ル ク 約 0.7 µNm， 最 大 ト ル ク 0.34 
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ック PZT 振動子（富士セラミックス，C213 
材）を用いた。圧電セラミック振動子の厚さ，
幅， 長 さ は そ れ ぞ れ 0.25 mm，1 mm，5 








を Table 1 に示す。










Laser Doppler Vibrometer, Ono Sokki  Co., 
Ltd.; LV1710）を用いて駆動周波数の選定を
行った。印加電圧を 32 Vpp に設定し，周波
数 282 kHz 〜 320 kHz の範囲で圧電セラミ
ック振動子の振動速度を測定した。このとき，




を 0 〜 32 Vpp の範囲でのロータの回転数の











いては，印加電圧 32 Vpp の時の最大回転速
度 は チ タ ン 2560 rpm， 銅 3200 rpm，
SUS304 2652 rpm であった。印加電圧と回





Fig. 3　駆動実験の概略図 Fig. 4　各材料に取り付けた振動子の周波数と
振動速度の関係


















タの螺旋間隔が約 20 〜約 240 µm に対して，
巻線機を用いてコイル状ステータの作製を行













よって約 20 〜 240 µm の螺旋間隔のムラを
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Fig. 7　作製した巻線機
